
第２３７号 平成２６年（２０１４年）１１月１５日 （10）

長
期
的
か
つ
計
画
的
な
財
政
執
行
を
図
れ

公
明
党
議
員
団

　

平
成　

年
度
普
通
会
計
の
歳
入
決
算
額
は

２５

１
１
５
４
億
円
で
特
別
区
税
や
国
庫
支
出
金

の
増
に
よ
り
前
年
度
よ
り
８
億
５
千
万
円
増

と
な
っ
た
。
歳
出
決
算
額
は
１
１
２
５
億
円

で
義
務
的
経
費
の
増
が
あ
っ
た
も
の
の
投
資

的
経
費
の
減
に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
１
千
万

円
の
微
減
に 
留 
ま
っ
た
。

と
ど

　

実
質
収
支
比
率
は
２
・
７
％
で
あ
り
４
年

連
続
で
上
昇
し
た
が
依
然
３
％
を
下
回
っ
て

い
る
。
経
常
収
支
比
率
は　

・
０
％
で
７
年

９１

ぶ
り
に
下
方
に
転
じ
た
も
の
の
、
特
別
区
平

均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
各
種
財
政
指

標
か
ら
は
若
干
の
改
善
が
見
ら
れ
る
が
、
財

政
構
造
の
弾
力
性
の
向
上
が
必
須
で
あ
る
。

　

歳
出
で
は
我
が
会
派
と
し
て
要
望
し
た
緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
拡
充
や
小
中
学
校
の
飛

散
防
止
フ
ィ
ル
ム
の
貼
付
工
事
、
風
疹
予
防

接
種
の
助
成
、
街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
完
了
な

ど
安
全
・
安
心
の
施
策
が
図
ら
れ
た
こ
と
は

評
価
す
る
。
今
後
の
学
校
再
編
に
よ
る
施
設

整
備
で
は
、
中
野
中
学
校
の
改
築
工
事
を
検

証
し
工
事
の
発
注
方
法
及
び
設
計
段
階
で
の

機
能
性
等
の
精
査
が
求
め
ら
れ
る
。
公
債
費

比
率
が
前
年
度
か
ら
０
・
２
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し　

・
４
％
と
な
っ
た
。
今
後
の
区
債
の
活

１６
用
で
は
事
業
の
計
画
性
を
見
極
め
、
適
正
か

つ
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
求
め
る
と
と
も
に

不
用
額
が　

億
円
余
で
過
去
５
年
間
で
は
最

５５

大
と
な
り
、
予
算
の
積
算
の
精
度
及
び
計
画

性
の
改
善
が
求
め
ら
れ
る
。
今
後
、
歳
入
確

保
と
歳
出
抑
制
に
努
め
る
と
と
も
に
長
期
的

か
つ
計
画
的
な
財
政
執
行
を
求
め
る
。

区
民
の
意
向
を
理
解
し
応
え
る
区
政
を

中
野
区
議
会
民
主
党
議
員
団

　

平
成　

年
度
普
通
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算

２５

額
合
計
は
、
歳
入
が
１
１
５
３
億
８
３
５
２

万
円
、
歳
出
が
１
１
２
４
億
９
１
５
４
万
円

余
と
な
り
、
実
質
単
年
度
収
支
が
３
年
ぶ
り

の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
経
常
収
支
比
率
は

７
年
ぶ
り
に
低
下
し
た
も
の
の
、
依
然
と
し

て
特
別
区
平
均
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
性
質
別
歳
出
は
義
務
的
経
費
が
前
年

度
と
比
べ
３
・
２
％
の
増
額
に
な
っ
て
お
り
、

人
件
費
が
減
少
し
て
い
る
も
の
の
扶
助
費
と

公
債
費
が
増
加
し
た
事
が
原
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。
高
齢
化
が
進
む
中
、
今
後
も
扶
助
費

が
増
加
す
る
事
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
持
続

可
能
な
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

個
別
の
施
策
で
は
、
特
別
区
税
な
ど
主
要

３
債
権
の
収
納
率
向
上
、
大
規
模
公
園
整
備

や
大
和
町
お
よ
び
弥
生
町
の
不
燃
化
特
区
を

利
用
し
た
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、
区
内

全
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
被
災
自
治
体
へ
の

支
援
継
続
は
評
価
し
ま
す
。

　

中
野
中
学
校
新
校
舎
整
備
に
つ
い
て
は
、

議
会
か
ら
様
々
な
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
を 
真  
摯 
に
受
け
止
め
、
今
後
の
子
ど
も
た

し
ん 
し

ち
の
よ
り
良
い
教
育
環
境
作
り
に
活
か
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
中
野
駅
周
辺
ま
ち
づ

く
り
で
は
新
庁
舎
配
置
未
決
定
に
よ
る
南
口

開
発
や
西
口
広
場
設
置
な
ど
事
業
全
体
へ
の

影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
区
長
選
挙
の
投
票

率
が
象
徴
す
る
よ
う
に
区
民
の
区
政
へ
の
無

関
心
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
区
が
掲
げ
る
全

員
参
加
型
社
会
の
実
現
に
は
区
民
の
意
向
を

正
し
く
理
解
す
る
努
力
が
必
要
で
す
。

経
済
生
産
性
の
向
上
に
抜
本
的
な
改
革
を

み
ん
な
の
党

　

平
成　

年
度
の
普
通
会
計
歳
入
決
算
額
は

２５

１
１
５
３
億
円
、
歳
出
額
は
１
１
２
５
億
円

と
な
り
、
歳
出
決
算
額
は
前
年
度
か
ら
横
ば

い
、
歳
入
額
は
０
・
７
％
の
増
と
な
っ
た
。

　

歳
入
の
中
で
も
主
要
な
財
源
で
あ
る
特
別

区
税
が
３
・
０
％
、
特
別
区
交
付
金
等
が
１・

５
％
と
増
加
し
て
お
り
、
産
業
振
興
策
や
、

中
野
駅
周
辺
等
ま
ち
づ
く
り
へ
の
期
待
感
や

成
果
と
考
え
評
価
す
る
。
歳
出
中
、
継
続
的

な
経
費
で
あ
る
人
件
費
が
前
年
度
比
２
・
２

％
減
の
約
２
１
１
億
円
。
職
員
数
の
計
画
的

な
削
減
効
果
で
あ
り
、
常
勤
職
員
数
は
既
に

２
０
０
０
人
を
切
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
小
さ

な
政
府
を
目
指
し
、
民
間
市
場
の
力
を
重
視

す
る
み
ん
な
の
党
の
方
向
性
に
合
致
し
て
お

り
評
価
す
る
。
た
だ
し
、
民
間
へ
の
委
託
は

増
加
し
、
前
年
度
比
８
億
円
増
の　

億
円
と

９０

な
っ
て
い
る
。
委
託
に
関
す
る
積
算
技
術
の

向
上
、
業
者
選
定
の
厳
格
化
、
契
約
の
精
査

な
ど
に
徹
底
的
な
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
と
サ
ー
ビ
ス
の
質
へ
の
責
任
を
求
め
る
。

　

な
お
、
特
別
区
税
収
入
は
増
加
し
て
い
る

が
、
納
税
者
一
人
当
た
り
の
所
得
は
、　

区
２３

平
均
を　

万
５
千
円
下
回
る
３
７
２
万
３
千

３８

円
で
あ
る
。
生
活
保
護
費
は
急
伸
し
て
お
り
、

１
５
４
億
円
と
３
億
円
増
加
し
て
い
る
。

　

今
後
、
少
子
高
齢
化
が
加
速
し
て
い
く
中

で
、
非
常
な
危
機
感
が
あ
る
。
区
内
事
業
者
、

起
業
家
、
区
民
一
人
ひ
と
り
の
所
得
を
向
上

す
る
た
め
の
抜
本
的
な
施
策
が
欠
か
せ
な
い
。

持
続
可
能
な
区
政
運
営
の
真
の
実
現
と
そ
の

た
め
の
改
革
を
強
く
要
望
す
る
。

暮
ら
し
を
守
る
こ
と
が
財
政
運
営
の
使
命

日
本
共
産
党
議
員
団

　

一
般
会
計
決
算
で
は
、
会
派
で
求
め
て
き

た
認
可
保
育
園
と
分
室
の
増
設
、
避
難
所
備

蓄
物
資
の
配
備
、
長
寿
健
診
費
用
の
負
担
軽

減
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
評
価
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
予
算
案
の
際
に
会
派
で
指
摘
・

批
判
し
て
き
た
大
規
模
開
発
と
基
金
へ
の
積

立
を
優
先
さ
せ
、
区
民
福
祉
の
切
り
下
げ
を

実
行
し
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

第
一
に
、
事
業
見
直
し
に
よ
る
削
減
で
、

障
害
者
福
祉
手
当
二
種
の
削
減
、
高
齢
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
の
入
浴
と
相
談
事
業
の
廃
止
、

遠
足
・
社
会
科
見
学
バ
ス
代
補
助
の
廃
止
な

ど
、
専
ら
社
会
的
弱
者
の
福
祉
・
教
育
を
切

り
詰
め
ま
し
た
。
第
二
に
、
中
野
駅
周
辺
の

大
規
模
開
発
は
聖
域
化
し
て
、
こ
の
年
度
も

駅
周
辺
地
区
整
備
に
一
億
八
千
万
円
を
支
出

し
、
中
野
区
産
業
振
興
拠
点
の
開
設
な
ど
、

開
発
と
企
業
呼
び
込
み
が
際
立
っ
た
執
行
と

な
り
ま
し
た
。
第
三
に
待
機
児
童
の
解
消
や

特
養
ホ
ー
ム
の
増
設
、
負
担
増
の
軽
減
や
給

付
の
拡
充
な
ど
、
暮
ら
し
の
実
態
を
踏
ま
え

た
区
民
施
策
に
は
背
を
向
け
続
け
て
い
ま
す
。

第
四
は
、
基
金
積
立
が
既
定
路
線
と
な
っ
て

い
ま
す
。
年
度
当
初
か
ら
積
立
を
予
算
化
し

た
の
に
加
え
、
補
正
予
算
で
積
み
増
し
を
行

っ
た
た
め
、
財
政
調
整
基
金
は
２
０
６
億
円

に
達
し
ま
し
た
。
他
の
基
金
を
合
わ
せ
れ
ば

お
よ
そ
４
０
０
億
円
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

区
民
犠
牲
の
上
に
基
金
積
立
を
行
う
の
は
本

末
転
倒
で
す
。
予
算
時
に
は
財
政
非
常
事
態

を 
喧  
伝 
し
、
決
算
で
は
財
政
健
全
化
を 
謳 
う

け
ん 
で
ん 

う
た

区
の
財
政
運
営
の
あ
り
方
は
問
題
で
す
。

財
政
基
盤
の
強
化
と
区
民
福
祉
の
充
実
を

自
由
民
主
党
議
員
団

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
実
質
収

２５

支
比
率
が
上
昇
す
る
と
と
も
に
、
実
質
単
年

度
収
支
は
３
年
ぶ
り
に
黒
字
と
な
っ
た
。
ま

た
、
積
立
基
金
が
増
加
す
る
一
方
、
起
債
残

高
は
減
少
す
る
な
ど
、
財
政
運
営
の
健
全
化

が
着
実
に
進
ん
だ
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
し

か
し
、
公
債
費
比
率
は
上
昇
が
続
き
、　

区
２３

平
均
を
大
き
く
上
回
る
状
況
が
続
い
て
お
り
、

そ
の
改
善
が
求
め
ら
れ
る
。

　

特
別
区
民
税
や
国
民
健
康
保
険
料
は
、
徴

収
率
は
向
上
し
た
も
の
の
、
未
だ
多
く
の
収

入
未
済
額
や
不
納
欠
損
額
が
あ
る
。
更
な
る

徴
収
対
策
の
徹
底
が
必
要
で
あ
る
。

　

個
々
の
施
策
に
お
い
て
も
指
摘
せ
ざ
る
を

得
な
い
も
の
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
ち
づ
く
り

に
伴
う
専
門
的
職
員
の
育
成
、
交
通
拠
点
と

し
て
の
東
中
野
駅
東
口
周
辺
整
備
、
住
民
自

治
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
区
民
活
動
セ
ン
タ

ー
運
営
委
員
会
の
あ
り
方
、
小
中
学
校
の
学

力
向
上
や
体
力
向
上
に
向
け
た
ス
ポ
ー
ツ
環

境
整
備
、
待
機
児
童
対
策
な
ど
、
早
急
な
対

応
策
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
職
員
数
の
削
減
に
伴
う
委
託
等
の

民
間
活
力
の
活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
常
に
そ

の
効
果
を
検
証
し
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
に
努
め
る
よ
う
更
な
る
改
善
を
求
め
る
。

　

今
後
、
基
本
構
想
と
新
し
い
中
野
を
つ
く

る　

か
年
計
画
の
改
定
及
び
平
成　

年
度
予

１０

２７

算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
、
議
会
か
ら
の
様
々

な
指
摘
を 
真  
摯 
に
受
け
止
め
、
よ
り
一
層
の

し
ん 
し

区
民
福
祉
の
向
上
と
区
政
の
発
展
に
つ
な
が

る
施
策
展
開
を
行
う
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

平成25年度決算に対す平成25年度決算に対するる

各会各会派派のの
見見 解解


